
　ウイルスは、一般的に動物や植物に病気を起こす「悪
者」と見られています。確かに、流行性感冒や、肝炎、
食中毒を起こしたり、青梅の梅林を破壊したりとその被
害は甚大ですが、これらはウイルスの一側面でしかあり
ません。病気を起こさないウイルスもたくさん存在し、
人間にとっては役立っているウイルスもあります。
　ウイルスは、細胞性生物に比べて、多様性が極めて高
いのが特徴で、ゲノムを例にとるとよく理解できます。
ウイルスのゲノムは、２本鎖（ds） DNA以外に、１本
鎖（ss） DNA、プラスセンス（＋） ssRNA （翻訳鋳型活
性あり）、マイナスセンス（－） ssRNA （相補鎖に翻訳
鋳型活性あり）、dsRNAと様々です。最近では、粒子や
ゲノムが細菌よりも大きいウイルス、粒子を作らない
（キャプシドレス）ウイルスもたくさん見つかっていま
す。また、親密なウイルス間共生、ウイルスと宿主の共
生関係・共進化、あるいは生態系でのウイルスの隠れた
機能が見えてきました。
　新学術領域研究「ネオウイルス学」（代表：東京大学
医科学研究所・河岡義裕教授）では、そんなウイルスの
裏の顔に光を当てて研究しています。近藤秀樹博士（岡
山大学資源植物科学研究所）と筆者は、ウイルスの多様
性に焦点を当て、ウイルスのネオ・ライフスタイルを明
らかにすることで、「ネオウイルス学」の確立を目指し
ています。

研究の成果
　私たちは、農研機構果樹研究所・兼松聡子博士との共
同研究を進める過程で、キャプシドレス（＋） ssRNA
ウイルス（Yado-kari virus 1, YkV1）とdsRNAウイル
ス（Yado-nushi virus 1, YnV1）（図１）が織りなすウ
イルスの新たなライフスタイルを発見しました。その舞

台となったのは、果樹の重要病原糸状菌である「白
しろ

紋
もん

羽
ぱ

病
びょう

菌
きん

」です。通常、ウイルスのゲノムは、自らがコード
するタンパク質からなるキャプシド（殻）に包まれてい
ます。私たちは、一方のウイルス（YkV1）が他方のウ
イルス（YnV1）のキャプシドを流用する（トランスキャ
プシド形成）という興味深い現象を明らかにしました 
（Zhang et al., Nat Microbiol 1, 2016）。そして、白
紋羽病菌中で、YkV1があたかもYnV1の殻の中で複製
するというモデルを提唱しました（図２）。両者は、ま
さしくヤドカリとヤドヌシのような関係になり、それぞ
れ「ヤドカリウイルス」、「ヤドヌシウィルス」と名付け
ました。また、一方でYkV1がYnV1の複製を促進する
こと、すなわち２種類のRNAウイルス間には相利共生
関係が成り立つこと、も明らかにしました。

今後の展望
　このようなウイルスのネオ・ライフスタイルにまつわ
ることで、不明な点、今後検討すべき点はたくさんあり
ます。例えば、類似のライフスタイルはあるのか、他の
菌類、菌界以外の宿主生物（例えば、植物、動物）でも
見つかるのか？粒子中のゲノムセグメントの構成はどう
か？パートナー間の特異性はどのように決定されるか？
YkV1によるYnV1の複製促進機構は？などで、興味は
つきません。今後このようなことを解明していきたいと
思います。
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図１　YnV1とYkV1のゲノム構造
図２　YnV1とYkV1の複製環モデル
Zhang et al. （Nat Microbiol, 2016）から一部転載

生
物
系
　B

iological S
ciences

■ 科研費NEWS  2018年度 VOL.314

最近の研究成果トピックス2

mailto:nsuzuki@okayama-u.ac.jp

